
開
会
式
で
は
井
原
公
民
館
の

三
宅
館
長
ら
が
「
日
頃
の
成
果

を
発
揮
さ
れ
て
怪
我
の
な
い
よ

う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
地

区
の
方
々
に
は
準
備
等
で
お
世

話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
」
な
ど
と
挨
拶
。

参
加
者
全
員
に
よ
る
ラ
ジ
オ

体
操
に
続
い
て
午
前
中
は
小
学

校
及
び
幼
稚
園
、
午
後
か
ら
一

般
の
演
技
が
行
わ
れ
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
は
今
回
、
全
体
的
に
順

位
が
よ
く
、
綱
引
き
で
夏
目
と

本
町
を
連
破
し
て
波
に
乗
り
、

ボ
ー
ル
け
り
競
争
で
も
１
着
で

８
点
を
獲
得
。
総
合
50
点
を
挙

げ
て
準
優
勝
に
輝
い
た
。

川
上
吉
弘
福
祉
体
育
部
長
は

「
井
原
町
大
運
動
会
の
名
称
に

な
っ
た
平
成
12
年
以
降
で
最
高

順
位
。
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」
と
喜
び

の
表
情
で
語
っ
て
い
た
。

倉
掛
地
区
全
域
溝
掃
除
の
土

砂
回
収
が
６
月
７
日
、
自
治
連

合
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

役
員
ら
は
午
前
８
時
前
か

ら
、
道
路
脇
に
積
ま
れ
た
側
溝

の
土
砂
入
り
土
の
う
袋
を
４
台

の
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
。
井
原

大
橋
下
で
倉
掛
18
の
１
組
瀬
川

さ
ん
と
市
役
所
の
ダ
ン
プ
カ
ー

へ
積
み
替
え
、
袋
を
切
っ
て
中

身
を
取
り
出
す
な
ど
し
て
２
時

間
ほ
ど
汗
を
流
し
、
約
４
ト
ン

を
処
分
場
へ
搬
送
し
た
。

自
治
連
合
会
の
片
岡
秀
憲
消

防
環
境
部
長
ら
役
員
は
「
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、
体
力
の
要
る

溝
掃
除
を
実
施
し
て
下
さ
っ
た

お
陰
で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
倉
掛
は
現
在
約
２
４
０

世
帯
。
高
齢
に
な
っ
て
重
い
溝

蓋
を
動
か
す
作
業
が
困
難
に
な

っ
た
と
い
う
家
庭
も
増
え
て
い

る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
受
け

止
め
検
討
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

第
４
回
倉
掛
文
化
祭
が
今
年

12
月
、
つ
ど
え
～
る
で
開
催
さ

れ
る
。
要
項
は
実
行
委
員
会
の

協
議
を
経
て
決
定
す
る
が
、
現

時
点
で
開
催
日
は
従
来
通
り
、

12
月
の
土
曜
日
～
日
曜
日
の
二

日
間
と
す
る
公
算
が
大
き
い
。

倉
掛
文
化
祭
は
平
成
21
年
12

月
に
第
１
回
目
を
開
催
。
以

後
、
隔
年
で
開
い
て
い
る
。

主
催
者
の
倉
掛
自
治
連
合
会

で
は
「
開
催
要
項
は
８
月
～
９

月
に
全
戸
配
布
の
予
定
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
数
カ
月
を
要

す
る
作
品
づ
く
り
の
場
合
は
、

早
め
に
取
り
掛
か
っ
て
も
ら
う

よ
う
呼
び
掛
け
る
方
針
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／細羽正敏

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

第
16
回
井
原
町
大
運
動
会
が
５
月
23
日
、
井
原
小
学
校
で
関

係
住
民
ら
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
昨
年
３
位
だ
っ
た
倉
掛
は
順

位
を
上
げ
、
準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
た
。

第
16
回
井
原
町
大
運
動
会

みんな引っ張れー

倉 掛 全 域 溝 掃 除

「
作
品
づ
く
り
お
早
め
に
」

12

月

に

倉

掛

文

化

祭

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
５
月
25
日
、
倉

敷
方
面
へ
の
ふ
れ
あ
い
旅
行
を
実
施

し
、
会
員
26
人
が
参
加
し
た
。

午
前
８
時
半
に
つ
ど
え
～
る
を
出

発
し
、
年
間
約
40
万
人
が
参
拝
す
る

由
加
山
蓮
台
寺
に
は
同
10
時
頃
に
到

着
。
多
く
の
重
要
文
化
財
が
並
ぶ
広

い
境
内
を
、
本
寺
の
僧
侶
（
井
原
市

野
上
町
・
千
手
院
の
御
子
息
）
に
約

１
時
間
か
け
て
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
恐
縮
す
る
こ
と
し
き
り
。

岡
山
県
漁
連
が
運
営
す
る
水
産
物

展
示
直
販
所
ふ
ゅ
ー
ち
ゃ
ー
で
昼
食

後
、
む
か
し
下
津
井
回
船
問
屋
へ
。

こ
の
施
設
は
か
つ
て
、
北
前
船
で
賑

わ
っ
た
港
町
の
問
屋
を
資
料
館
と
し

て
復
元
。
当
時
を
伝
え
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
観
光
や
交
流
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
訪
れ
た
倉
敷
美
観
地
区
は

平
日
で
観
光
客
も
少
な
く
、
参
加
者

は
周
辺
を
の
ん
び
り
と
散
策
す
る
な

ど
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

サロンあすはふれあい旅行

楽しい一日過ごす
児島・下津井～倉敷美観地区

猪
清

向
町

新
町

本
町

中
町

下
町

倉
掛

夏
目

あなたと二人で ６ ６ ２ ２ ８ ８ ４ ４

消防団リレー ８ ８ ４ ４ ２ ２ ６ ６

リームリレー ４ ２ ８ ６ ８ ２ ６ ４

グラウンドゴルフ競争 ３ １ ５ ４ ６ ８ ７ ２

綱 引 き ２ ６ ４ ６ ８ ２ ８ ４

ボールけり競争 ８ ６ ２ ６ ４ ２ ８ ４

玉入れ競争 １ ５ ８ ４ ７ ６ ３ ２

小学生地区対抗リレー ２ ２ ６ ６ ８ ８ ４ ４

年代別地区対抗リレー ７ ５ ６ ０ ８ ２ ４ ３

得 点 合 計 41 41 45 38 59 40 50 33

順 位 ４ ５ ３ ７ １ ６ ２ ８

第16回井原町大運動会成績表

綱引きで８点（２戦２勝）を獲得した倉掛の皆さん

作業に汗を流す自治連合会役員ら



日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
「
夢

の
教
室
」
が
井
原
小
学
校
で
６

月
12
日
、
元
世
界
一
の
女
子
総

合
格
闘
家
と
し
て
知
ら
れ
る
藤

井
惠
さ
ん
（
倉
掛
出
身
）
を
迎

え
開
か
れ
た
。

夢
の
教
室
は

日
本
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を

夢
先
生
と
し
て

小

学

校

に

派

遣
。
交
流
授
業

を
通
し
て
「
夢

を
持
ち
、
仲
間

と
協
力
す
る
大

切
さ
」
な
ど
を

伝
え
よ
う
と
い

う
も
の
。

惠
さ
ん
は
こ

の
日
、
交
流
す

る
５
年
生
と
同
校
体
育
館
で
対

面
後
「
ゲ
ー
ム
の
時
間
」
の
冒

頭
、
児
童
数
人
を
相
手
に
得
意

の
投
げ
技
を
披
露
。
続
い
て
サ

ッ
カ
ー
協
会
コ
ー
チ
の
指
導
で

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
一
体
化
ゲ
ー

ム
な
ど
を
皆
で
行
っ
た
。

後
半
の
「
ト
ー
ク
の
時
間
」

は
教
室
へ
移
動
。
惠
さ
ん
が
圧

勝
し
た
国
際
試
合
の
ビ
デ
オ
が

流
さ
れ
る
と
、
そ
の
ス
ゴ
技
に

児
童
ら
は
ビ
ッ
ク
リ
。
３
歳
か

ら
柔
道
を
習
い
、
30
代
で
女
子

総
合
格
闘
技
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
に
登
り
詰
め
た
感
動
的
な

話
に
、
児
童
ら
は
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

井
原
分
団
第
３
部
管
内
の
暗

渠
清
掃
な
ど
が
６
月
７
日
、
倉

掛
自
治
連
合
会
の
汚
泥
回
収
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

倉
掛
地
内
は
元
大
西
歯
科
前

と
倉
掛
公
園
北
、
夏
目
地
内
は

夏
目
公
園
北
と
広
島
銀
行
北
の

計
４
カ
所
で
、
第
３
部
機
庫
周

辺
の
溝
掃
除
も
実
施
し
た
。

ま
た
、
道
路
に
点
在
す
る
消

火
栓
の
位
置
を
示
す
黄
色
の
ペ

イ
ン
ト
が
薄
く
な
っ
て
い
る
個

所
は
上
塗
り
を
施
し
た
。

倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収

が
６
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
岡
山
西
の

駐
車
場
を
集
積
拠
点
に
実
施
さ

れ
た
。

午
前
８
時
30
分
、
団
員
ら
が

分
乗
し
た
ト
ラ
ッ
ク
６
台
が
一

斉
に
市
街
地
へ
出
て
、
新
聞
紙

や
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ア
ル

ミ
缶
な
ど
を
回
収
。
満
杯
に
な

る
と
集
積
所
へ
戻
り
、
業
者
の

コ
ン
テ
ナ
や
パ
ッ
カ
ー
車
へ
積

み
替
え
た
。

今
回
は
古
着
や
毛
布
な
ど
も

回
収
し
た
こ
と
で
作
業
量
は
増

加
し
た
が
、
団
員
ら
は
住
民
と

挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
約
３
時

間
、
頑
張
っ
た
。

育
成
会
の
江
草
守
会
長
は
、

「
地
元
の
皆
様
に
は
ご
協
力
い

た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
自
治
連
合
会
役
員
の

方
々
に
は
溝
掃
除
の
作
業
終
了

後
、
手
助
け
を
い
た
だ
き
恐
縮

で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

平
成
27
年
度
の
つ
ど
え
～
る

手
話
体
験
講
座
が
７
月
５
日

（
日
）
と
８
月
９
日
（
日
）
の

両
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
同

所
で
開
か
れ
る
。

26

年
度
の
２
月
に
第
１
回

目
、
３
月
に
第
２
回
目
を
開
催

し
て
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
も
実
施
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
た
び
の
講
師
は
小
川
久

美
子
氏
と
橋
本
房
子
氏
。
受
講

料
は
無
料
で
窓
口
は
つ
ど
え
～

る
事
務
局
。
資
料
が
配
布
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
受
講
希

望
者
は
事
前
の
申
込
み
が
必

要
。
こ
の
体
験
講
座
は
初
級
レ

ベ
ル
の
学
習
を
目
的
と
し
て
お

り
、
つ
ど
え
～
る
で
は
「
定
期

的
に
開
き
た
い
」
と
の
考
え
を

示
し
て
い
る
。

平
成
16
年
の
富
士
登
山
か
ら

毎
年
夏
に
各
地
の
山
々
へ
登
っ

て
き
た
倉
掛
山
岳
同
好
会
。

「
今
年
は
お
手
軽
な
六
甲
山
の

日
帰
り
登
山
ツ
ア
ー
で
す
」
と

多
く
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
実
施
日
は
９
月
20
日
。
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6/24  サロンあすは交流会
6/28  井原学区少年団球技大会
7/ 5  井原分団第３部試運転日
7/ 5  つどえ～る手話講座
7/11  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
7/12  井原ソフトボールリーグ戦

倉掛－岩野 夏目－倉掛
7/18  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール
7/20  ラジオ体操 （郷社境内）

7/20～8/2 AM6:30～
7/25～26 倉掛少年団キャンプ

※矢掛町・亀島キャンプ場
8/ 1  井原夏まつり
8/ 2  井原分団第３部試運転日
8/ 2  倉掛少年団夏季清掃奉仕作業
8/ 2  井原市納涼花火大会
8/ 9  つどえ～る手話講座
8/30  井原ソフトボールリーグ戦

倉掛－VIP 猪清－倉掛
- - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

◆ 行 事 予 定 ◆

独身のお子さんをお持ちの親御さん同士が

集まって情報交換し、出会いの場を作りま
しょう。「娘や息子を１人では死なせない」
これがこの会のスローガンです。

◇ ◇
開催日：毎月最後の日曜日１３：３０～

※６月は２８日

会 場：つどえ～る２階

事務所：井原市青野町５６６－１
※詳しくは090-5268-0942(西山)

パソコンの学習と会員同士の交流を深める

ことを目的に活動中。随時入会可。

◇ ◇
開催日：毎週土曜日 13：30～15：30

毎週日曜日 9：30～11：30

会 場：つどえ～る （６２－９０９０）
※都合で休む場合があります

■縁結び親の会

暗
渠
清
掃
を
実
施

消
火
栓
に

ペ
イ
ン
ト

藤
井
惠

母
校
へ

倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収

「
夢
先
生
」
と
交
流

手

話

無

料

体

験

講

座

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉
掛
山
岳
同
好
会

参
加
者
を
募
集
中

「
六
甲
山
へ
登
り
ま
せ
ん
か
」

自治連ら
助 っ 人

住
民
の
手
に
負
え
な
い
倉
掛

地
内
の
暗
渠
を
清
掃
す
る
第

３
部
団
員
＝
６
月
７
日

井

原

小

５
年
児
童

ＪＦＡ社会貢献活動

さ
ん

元
女
子
総
合

格

闘

家

倉掛出身の藤井惠さん

つどえ～る

≪六甲山日帰り登山ツアー≫

9月20日 井原（6:00）→笠岡ＩＣ⇒有馬口
ＩＣ→有馬温泉（9:00）…六甲山（931.3ｍ
往復３時間)…有馬温泉（入浴・昼食 12:00
～14:00）→有馬口ＩＣ⇒山陽姫路東ＩＣ→
国宝・姫路城見学（15:00～17:00）→山陽姫
路西ＩＣ⇒笠岡ＩＣ→井原(19:00)

◇ ◇
会 費：一人 １６，０００円
窓 口：つどえ～る（６２－９０９０）

黄
色

消防団第３部
古
新
聞
な
ど
を
積
み
込
む
女

子
団
員
＝
倉
掛
８
組

■倉掛パソコンクラブ


